
その1   抗原特異的なエクソソーム数を簡便に定量

その2  単離・精製工程不要、サンプルを直接測定

その3  測定器のパラメータ設定不要のため、人・手技による誤差がない

測定原理 抗体ビーズ修飾法によるデジタル計測

サンプル種類 血漿、血清、培養細胞由来エクソソーム等

サンプル量 12.5μL serum/plasma

計測時間 15min/16wells

計測レンジ 2×104-1.5×107particles/well(Typical)

サイズ※突起部分含まず カウンター：W200×D200×H92(mm) 洗浄機：W200×D200×H92(mm)

重量 カウンター：2.5kg 洗浄機：2.6kg

ソフトウェア ExoCounter Application Software(専用ノートパソコン付属)

エクソソーム数計測システム

ExoCounter



1. 臨床血清サンプル評価結果

2. 単離エクソソーム及び血清の評価結果 3. "ExoCounter"およびナノ粒子トラッキング解析(NTA)の比較結果

　HCT116細胞培養上清からSEC法で単離したエクソソーム。
　サンプル中のCD9陽性エクソソームをビーズ吸着法でディプリーション。　
　ディプリーション前後の測定値の差分をCD9陽性エクソソーム数とした。

（A）単離エクソソーム（Colo1細胞株培養浄上清由来）　　 （B）血清中のエクソソーム（単離なし）

エクソソームをディスクとナノビーズの抗
体で表面抗原特異的にサンドイッチ検出。
ディスク表面の溝（260nm）のサイズ制限
効果でマイクロベシクル等（～1μm）の
影響を除外。
エクソソームを単離・精製工程不要で直接
測定。

Blu-rayディスク技術を応用した光学ヘッ
ドを用い、ナノビーズで修飾されたエクソ
ソームを一つずつ検出。
専用に開発した高速信号処理回路で、
正確かつ高速にエクソソームを計数（最大
約20万個/秒）。
独自のデジタル計測で、測定パラメータの
調整は不要。

付属の専用アプリケーションにより、計測
結果表示、CSVファイルへのエクスポート
が可能。

測定フロー
5時間弱

イムノアッセイ
15分/16ウェル

測定 結果
ブロッキング → エクソソーム捕捉 → 抗体ナノビーズ修飾 ExoCounterによる計測

エクソソーム測定例

お問い合わせ

※ExoCounterは、　　　　　JVCケンウッドの商標または登録商標です。　※本製品は医療機器ではありませんので、診断に用いることはできません。株式会社
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